
本
特
集
は
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
二
〇
一
四
年
度
ま
で
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
活
動
し
た

｢

日

本
の
境
界
地
域
論｣

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
組
織
さ
れ
た

｢

日
本
の
国
境
政
策｣

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及

び
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
二
〇
一
一
年
度
ま
で
組
織
さ
れ
た｢

国
境
離
島
政
策
の
再
検
討｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
ぎ
、
近
年
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
解
決
の
目
途
が
全
く
見
出
せ
な
い
領
土

(

領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
を
含
む)

問
題
と
大
い

に
関
係
す
る
日
本
の
境
界
地
域

(

沖
縄
県
八
重
山
地
域
、
長
崎
県
対
馬
・
五
島
地
域
、
北
海
道
根
室
・
稚
内
地
域
な
ど)

に
関
す
る
研

究
を
進
め
、
中
央
政
府
及
び
国
境
地
域
の
地
方
自
治
体
に
対
し
て
政
策
提
言
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
具
体
的
に

は
、｢

島
国
で
多
く
の
境
界
を
有
し
な
が
ら
、
中
央
集
権
体
制
が
続
く
日
本
に
お
い
て
、
境
界
地
域
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
政
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
か｣

、｢

も
し
政
策
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
な
ら
、
何
が
必
要
と
な
る
の
か｣

と
い
っ
た
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
日

本
の
境
界
地
域
の
政
策
課
題
を
、
実
務
者
の
意
見
も
交
え
な
が
ら
、
安
全
保
障
論
、
国
際
関
係
論
、
刑
事
法
、
行
政
法
な
ど
の
視
点
か
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ら
複
合
的
に
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
視
座
の
提

供
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究
会
や
現
地
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
前
者
に
関
し
て
は
、
本
紀
要
あ
る
い
は
共
催
団
体
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
既
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

(

１)

。

本
特
集
は
、
上
記
の
活
動
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
た
二
本
の
論
文
と
一
本
の
講
演
録
か
ら
な
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
論
文
及
び
講
演

録
の
本
特
集
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
大
西
論
文
は
、
現
在
の
日
本
の
出
入
国
管
理
制
度
に
提
言
す
る
形
で
日
本
の
境
界
地
域
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
国
内

に
入
る
際
に
は
何
ら
か
の
在
留
資
格
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
日
本
国
内
に
暮
ら
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
気
づ
く
こ
と
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
の
多
文
化
共
生
、
ひ
い
て
は
難
民
政
策
の
基
礎
知
識
と
し
て
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

国
境
を
越
え
て
入
国
あ
る
い
は
定
住
す
る
外
国
人
に
対
す
る
施
策
を
論
じ
る
上
で
は
非
常
に
有
益
な
論
文
で
あ
る
。

次
に
、
古
川
論
文
は
、
境
界
を
国
境
線
の
み
な
ら
ず
、
暫
定
水
域
や
共
同
水
域
も
含
め
て
考
え
た
上
で
、
上
述
し
た
日
本
に
お
け
る

境
界
地
域
に
お
け
る
国
の
施
策
の
現
状
と
課
題
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
日
本
の
安
全
保
障
政
策
に
関
し
て
、
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ

(

国
境
学
・
境
界
研
究

(

２))

の
観
点
か
ら
批
判
的
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
の
学
術
講
演
会
当
時
、
海
上
保
安
大
学
校
准
教
授

(

元
ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定

(R
eC
A
A
P
)

情
報
共
有
セ
ン
タ
ー

(

Ｉ
Ｓ
Ｃ)

計
画
担
当
局
長
補)

で
あ
っ
た
松
本
孝
典
氏
に
よ
る
講
演
録
は
、
国
境
を
越
え
て
我

が
物
顔
で
跋
扈
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
海
賊
に
対
す
る
国
際
協
力
の
実
践
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。R

eC
A
A
P

に
関
し
て
は
、
既
に
い

く
つ
か
の
文
献
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が

(

３)

、R
eC
A
A
P

の
成
立
過
程
や
Ｉ
Ｓ
Ｃ
内
で
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
具

体
的
な
実
践
な
ど
に
関
し
て
は
、
本
講
演
録
ほ
ど
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
次
資
料
と
し
て
も
非
常
に
価
値
が
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
三
者
三
様
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
日
本
の
境
界
地
域
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
れ

ら
の
分
野
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
分
野
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

｢

日
本
の
国
境
警
備
論
の
構
築
に
向
け
て｣

研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
を
最
後
に
付
記
し
つ
つ
、
本
文
を
締
め
く
く
り
た
い
。

註

(

１)

具
体
的
に
は
、
古
川
浩
司
・
加
峯
隆
義
・
藤
田
幸
洋

｢

日
本
の
境
界
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
に
向
け
て
―
福
岡
・
稚
内
に
お
け
る

経
験
と
課
題
―｣

(『
社
会
科
学
研
究』

第
三
四
巻
第
一
・
二
号
合
併
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
―
四
二
頁)

、｢

沖
縄
を
ボ
ー
ダ
ー
か
ら
考
え
る

―
普
天
間
・
尖
閣
・
オ
ス
プ
レ
イ
―｣

(『

ラ
イ
ブ
・
イ
ン
・
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ』

№
12
、
二
〇
一
三
年：

http://src-h.slav.hokudai.

ac.jp/B
orderStudies/essays/live/pdf/B

orderlive12.pdf)

な
ど
が
あ
る
。

(

２)

日
本
に
お
け
る
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
進
展
に
関
し
て
は
、
岩
下
明
裕

『

入
門
国
境
学』

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
を
参
照
さ

れ
た
い
。

(

３)

例
え
ば
、
竹
田
い
さ
み

『

世
界
を
動
か
す
海
賊』

筑
摩
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
鶴
田
順

(

編)
『

海
賊
対
処
法
の
研
究』

有
信
堂
、
二
〇
一

六
年
が
あ
る
。
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